



Raman Frequencies of Skeletal Modes Vibration
on Polyethylene Crystal
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Faculty of Education, Nagasaki University, Nagasaki 852
Abstract
The present paper reports the Raman Spectra of skeletal modes of vibration of
the Polyethylene crystal under the several crystallization temperature.
For the various type polyethylene crystal, the minimum frequency of the Raman
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PC－1をPC－2の最小骨格変角振動のラマンスペクトル（K－5105）
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第　5　図　ポリエチレンK－5105の結晶マット骨格変角振動のラマンスペクトル（結晶化温度50℃）
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ポリエチレン結晶マットの骨格変角振動のラマンスペクトル（三井化，
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第6図 ハイゼックス5000S）
ポリエチレン結晶の骨格振動のラマンスペクトルについて 7
結晶化温度30℃またPC－2は結晶化温度は40℃，第5図の資料PC－3は結晶化温度50℃である
が，何れの曲線においても37．2～38．25㎝一1に最少波数の強いスペクトルがあり，104㎝一1と
221㎝一1に弱いラマンスペクトルがある。
　三井化ハイゼックス5000Sのラマンスペクトルは第6図である。資料K－1，K－2，K：一3
はそれぞれ結晶化温度は70℃，77℃，80。Cの資料であるがここでは38．2～39㎝一1に強いラマン
スペクトルがあり，104㎝一1と221㎝一1にもスペクトルがある。
　三井油化ハイゼックスガットのラマンスペクトルは第7図である。資料P－19は1550デニル
のガットを110℃で5倍に延伸しガットであり，P－20は1550デニルのガットを110℃で5倍へ
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ポリエチレンガットの結晶部分における直線状ポリエチレンセグ
メントの最小波数のラマンスペクトル（ハイセックス）5倍延伸
延伸した後25℃まで冷却したものを110℃にて熱処理した資料である。P－19とP－20は37．8c班
一1に強いラマンスペクトルがあり，100㎝一1あたりに弱いスペクトルがある。また37．5㎝一1の
スペクトルはP－19よりP－20の方がシャープな曲線となっている。これららのスペクトルの最
小波数は第3表の様になる。
　　　　　第　　5　表
骨格振動数（最小変角振動数と変形振動数）
　　　　　　S－1
最小変角振動
数cゾ1
変形振動数
c徊一1
37．2
／
S－2
37．0
920
PC－1
37．8
905
PC－2
38，25
950
PC－3
37．2
／
K－1
39
970
K－2
38．2
／
K－3
38．2
／
P－19
37．8
905
P－20
37．9
875
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　ポリエチレンMarlex50のXylene溶液からの結晶マットはKeller3）等のX線小角散乱法に
よって，結晶化温度を30℃から90℃程度まで昇温すると単結晶層厚は90Aから150A程度まで
厚くなることが報告されている。
’本報告ではMarlex50に相等するシヨレックス605QのXylene溶液から結晶化温度50℃およ
び80℃の資料において最小な骨格変角振動のラマンスペクトルは37．2㎝一1～37㎝一1となりほと
んど変化しない。結晶化温度80。Cの試料S－1の振動数37．2c観一1から直線状ポリエチレンセグ
メンの長さを第1表から求めると81．7A，結晶化温度50℃の資料S－2の振動数37㎝一1からは
直線状ポリエチレンセグメントの長さは82．oAとなる。この値はKeller等の値に比べかなり
小さい値である。
　ユカロンK－5105，ハイゼックス5000S等の資料の場合もシヨレックス6050と同様に結晶化
温度を30℃から80℃まで変化させても最小波数のラマンスペクトルは37．2cガ1となる。
またハイゼックスを溶融紡糸したガットを110℃で5倍延伸した資料においても最少波数のラ
マンスペクトルは37．8㎝一1の波数である。
　このようにラマンスペクトルから求めたポリエチレンの結晶部分の直線状ポリエチレンセグ
メンの長さは第8図のようになり，結晶化温度にほとんど関係なく80～83Aである。
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第8図結晶化温度による単結晶の属厚および
　　　ラマンスペクトルから求めた直線状セ
　　　グメントの長さの変化。
　さを表わしていると考えることができよう。
　　本報告は昭和49年10月繊維学会昭和49年秋季研究発表会（岐阜市）において口頭発表した。
　　本研究に貴重なる資料を頂いた群馬大学工学部木下茂武教授およびLaser　Raman　Spectro．
　photometerの使用に特別な配慮を頂きました当学部化学教室浜田圭之助教授，森下治史助手
　に厚く感謝いたします。
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　したがってラマンスペクトルから求めたポリエチ
レン単結晶層の直線状ポリエチレンセグメントの長
さとX線小角散乱法から求めた単結晶の層厚との差
は30℃～80℃の結晶化温度の範囲で10～50A程度と
なりかなり大きい。これはNiegisch7）・3）・8）・9）等
が報告しているようにポリエチレン単結晶は中空ピ
ラミット型構造をして居り，X線小角散乱による単
結晶層厚は中空ピラミット構造の周期であり，ラマ
ンスペクトルから求めた直線状ポリエチレンセグメ
ントの長さはポリエチレン単結晶におけるポリエチ
レンが折畳まれた折畳部分の直線状セグメントの長
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